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く似た TAG を用いるため添加剤の種類は限られていた。そこで，本研究では，CO の脂肪酸組








第 2 章では，試料および実験方法の説明および原理などが詳細に記されている。 
 
第 3 章では，種結晶としてトリパルミチン（PPP）およびトリステアリン（StStSt）を使用
した CO の結晶化挙動について報告されている。冷却速度と TAG 濃度を変えて CO の結晶化
と融解挙動に対する影響を、示差走査熱量測定（DSC）と光学顕微鏡で調べた。また，結晶多
形は放射光 X 線回折測定（SR-XRD）によって決定された。 その結果，以下の結果が得られ
た。CO の脂肪酸組成とは異なる脂肪酸鎖を持つ PPP と StStSt の添加により，CO の核形成
は促進された。これは，PPP や StStSt が先に結晶化し，CO 結晶化の核として働く不均一核
形成によるものであることが明らかにされた。 
第 4 章では，異なる多形を持つ PPP および StStSt 種結晶を用いた CO の結晶化が調べられ
た。3 つの多形（α，β'，および β型）を持つ PPP および StStSt が種結晶として使用され，測










明した。ドライ分別によって分画された CO の高融点成分（CO ステアリン）には，高融点多
形の種結晶（PPP および StStSt）が多量に含まれており，分画された CO の低融点成分（CO
オレイン）には少量のみ含まれていた。すなわち，高融点成分と低融点成分の分画には，より
高温安定な長鎖脂肪酸 TAG の種結晶の使用が有効であることが示された。 
 
第 6 章は，本研究の総括である。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
